
３、署名権者または署名運動者また

はその関係ある社寺、学校、会社、

組合、市町村等に対する用水、小

作、債権、寄付その他特殊の利害

関係を利用して署名権者または署

名運動者を威迫したとき。 

◇   ◇   ◇ 

「署名に応じる・応じない自由」

は保障されています。地方自治法 74

条の４の２号で意味しているのは、

仕事や経済的取引など様々な利害関

係を利用して「威迫」、つまり圧力や

利益誘導などを与えてはならないと

定めています。署名をしたことで何

らかの圧力を受けた場合は 110 番ま

たは 6議員までご連絡ください。 
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 議員有志６人（藤堂、建部、木村、阪東、丸山光雄、西澤）が呼びかけたリ

コール署名の収集が終盤を迎えています（５月 14日まで）。 

多くの町民の方々の明確な意思が示されつつあります。今回のリコール運動

を成功させて、「ならぬものは、ならぬ」をつらぬき、「世直し、町直し」の一

歩をすすめようではありませんか。 

今後の手続きは、集まった署名簿を選挙管理委員会に提出、選管が有効・無

効の審査後、縦覧に付します。異議申立などを経て、有効署名が有権者の３分

の１を超えれば、山田議員解職の本請求を行い、60 日以内に「住民投票」が実

施されます（左図参照）。 

有権者の明確な 
意思表示を否定する 

動きに警戒を 
 
地方自治法 74条の 4 
（議員の解職請求の場合も準用する） 

･･･次の各号に掲げる行為をした者

は、4 年以下の懲役もしくは禁錮または

百万円以下の罰金に処す。 

１、署名権者または署名運動者に対し、

暴行もしくは威力を加え、またはこれ

をかどわかしたとき。 

２、交通もしくは集会の便を妨げ、また

は演説を妨害し、その他偽計詐術等不

正の方法をもって署名の自由を妨害

したとき。 

「解職請求署名」収集期間 
1ケ月 

審査期間 
20日以内 

縦覧期間（異議の申立） 
7日間 

異議の決定 
14日以内 

解職の請求（3分の 1超過の場合） 
（60日以内に投票） 

投票日 

投票日の告示 
投票日前 20日以上 

有権者の声【一部紹介】 
◆あと少しの勇気が甲良町を良くする

んや。 

◆アカンものはアカンでスジを通さな

かったら、いつまでたっても正直もん

がバカを見る。 

◆この署名を乗り越えなかったら、前

の町政にもどってしまう。一人一人の

意思を一筆に表す住民運動や。 

◆警察も、検察も、また町も、長年、

悪いことを知りながら見逃してきた

で、こんなことになったんや。 

◆水道代もワシら年金ぐらしは大変

や。年金は下がる一方で、盗水みたい

に不届き者が得をするようでは…。 

◆議員をやめさせるのは当然だが、30

年間盗んだ損害金は耳そろえて返して

もらわなんだら納得できん。 

◆署名が目標を超え、解職が成功した

ら、甲良町が変わる大きな一歩となる

ことまちがいない。 

◆この際、「同和」と言う理由で、悪い

ことでも見逃してきたことを、行政も

町民も「卒業」せんとアカン。 

◆山田議員以外にも盗水疑惑が多数あ

る。町と警察は連携して徹底調査をせ

なんだら、町民の気持ちは晴れない。 
 

【署名拒否の声】 
◇どっちもどっちだと思う。 

◇そのような問題にはかかわりたくな

い。 

◇個人情報の侵害になる。 

◇議会はこんなことしてないで、他に

することがあるはずや。 


